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1　はじめに

　本研究で，対象児とした情緒障害児等は，ことばの遅

れ・落ちつきがない・集団カゾ～嫉ずれう等の主訴で・当

所に鰍味馳たも硬擁，従獅こ鵜の鰍児
についセは遊戯蔽と熱轡行して母騨搾ソセ

リソ麺行嚇その間題の解斑寓南律たルか し・

対象児は就学後学習場面で勝手な行脚脅≧る塗どして不

適応鰍越．蕪鱒卸のア疹ラソ祖ど源

邸噸瞬鱒講華租こ げ多鯛そこ矯・こ

れ51あ子ども達に〆適切な学習面での指導をすることに

より培」層砂問題解決が計れうのでは尊いが4考え』昭

緬敏月よ り身 や物姻語らの対象児綱して学
習指導を行い効果を挙げてきたもわれわれが行った学習

指導の理論及び方法については，1』すでに紀要第14集に報

告した。学習指導の爽際の過程はダ・．箕数科の問題め形を

とづ．た材料を用いて，・（1）学習予測テスト，一（2）学習診断テ

ネ、 ト1及びその結果の整理（ブ窟フ者」1ル作製） （3）その結

果にむとずいた親と子に対する個別指導である。そこ

で，・ 1数年間にわたづて行づた学習指導の結果をまとめ1

こ こに報告するる・

　　　　　　　　　　　　　　．ノ〆

　耳 、目』
、、

餉、

』情緒障魯児に対しその問題を解決するために行う心理

治療等においても，それぞれの症状に適レた最も効果的

な治療方法を行う努力力こなされている。・それと同様に学

習障害についても，その子の状態（例えば』雷語理解の

遅れている子ど獣記憶だけがとくに優れている子ど転

交流のつきにく 》・子どもなど〉 に合った方法を考えだす

ことによって，より効果的な学習指導ができると思われ

るよわれわれが数年間に扱づた百余人の対象児達も・・そ

れぞれ様々な問題を持っている子どもである。1紀要第15

集では罫3歳時から遊戯治療をして桑ことばの遅れや情

撫甑，の改獣努めβ1鰍輔予ヤし勲学校へ
鳶続い淀入脚か餐学鱗導を行つて驚事例に
6いて備馳鮪した・、 今回、は・神、趣殖ってき

磐習鱒法全解麺豪て囎的厭群鱒、客・その
結果を報告ずる。そしてこの結果から更に研窄を続け，1

ごれらの子 どもゐそれぞれの状態比合った指導方法を開

発していくgもりである。kピ　i

　　　　ヘ　　ヌ
皿　方法及ぴ結果

r（1）対　三象5　こ　　　1・　　　　1「一

　昭和50年4月より現布⊆昭和55年7月）まで監情舞

購児等で響鰍脚』た子ども106名レ；糧て海
肩：1回r（8麟く牟廻）1響指導を行つズきた遡

ギ表は・昭和跨興紹和55鞭離鱗簿で鞠
燕紺象児（学期毎の者を除ぐ）、の学年別黒壁（玲木♂悉

一求鉢る≧曝聯る・、．，．
　、第1衷の対象児ゐ中で，一入学時に1年就学猶予をし牟

者は，醜50鞭3名・F昭和51年度i3名』昭和52年畢

名，昭和53年度3名，こ1昭和54年度4名・昭和55年庫71省

そある。また，特殊学級匠属じている者は， 甲和51奮度

21名，招和ぢ2年度2茗，磁和認年度3名1昭和54年度ミ

名詔和鉾度は中学生に1獅あ：る6また脳鵬麺

いは脳機能障害のある者に投薬治療を行うてい為が道そ

働ま騨とも鞭聯聯・l　l
　、（2）、発達の個人内差
　　　　　ミ　　　ト　　　 　　　 　　　ヘ

あゆ舛こ磁鯛争ら対親砕こ轄輝を行
旅き燐匙学鱒害の騨叶つ1として・騨語
（関係齢語）の嬬物袴ご費脚貧と二ができ

・た1號卸欠麟貸嫌，り糟犀力獅郷おい
て・脚瞭定iであ螺・勧璽琶達の轡
な障害がみち礼…これ糊卿アマ”ラi　き型

ジ

ている凝開係堺犠のζ勲銑るら、、F：喉・と鍵じ
対象児の就学期またな低牽年セ次のような三検査を行づ＼

一215、一
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第16集

　た結果，個人内差が顕著にあらわれていることからも明

誌暁幡熱∫喚1耳瑠輝遇鯛こ示すように・P
　サ↑絵単語羨査は4丸5疲レ凌方， 工丁♪A視覚受容検

　李は亀5曽曼．5燦レベルであるカ㍉言語刺激反応検査工型

　 は一様に3歳以下にとどまっている。前二検査は刺激語

　と絵のマッチソグであるため，単語が理解できれば比較

　的容易にできる検査である。しかし，言語刺激反応検査

　工型の結果が他検査のそれと比べて低いことは，対象児

　のことばの理解及び，関係の認知の把握についてのつま

　 ず寺 費示していると考えられる。この言語刺激反応検査

　は工型，五型（次に述べる検査）とも，東京都立心身障

　害者福祉センターの石戸谷氏の考案によるものである。

舗轍反職煎型は次酵蘇梨≧腿を用 い

　て，橡査者の発問（資料1参照）によ6て縛う一ものセあ

　るb

露和5i皐編行）、

1「へ

　　　　　蹄轍邸検査・蜘臭，
．、．

（3）．機能語（闘係概念語）の欠落』‘ ，1 、』？、レ、．；、

く欝語刺激反応検査皿型＞』

、対象児のことぱの理解の状態を吏に広く調、べ疹ため

に・・居語刺激反応検査五型を昭和54年3月に対象児23名

に行ったところ，前出検査エ型と似たような傾向がみンら

れた。・この検査は・やや高度で工型が暴県を殉》』ズの作

業であるのに対して，資料πに一部を示 したが1』○△□

の嚇黄の3色の大中小の平醐型碗なる寛P曝択
図と，その左側に問が文章で薔いてあ畜80枚6訪討ドで

行うめのである。，検査施行は個別で行》㌧、子だ1もに問を

声を出 して読ませるポよゴく読めない子どもに対して侭｝ ，1

検査者が読むか，．子ど もと一し’よ吃跣むら1く「2：回までは

繰1り返㌧して読んで、よい）1』
で

．♪

▽・，1、＞［，や1瓦盲、・．ン

　この検査についてはまだ標準化されていないので，11卜結

果の検討にあたって普通児．（幼児）にも同検査を行い舜

比較検討をしたる 』1 　．』．・．lr、 ・、∫ 』1』r・。 』，汀．

く言語刺激反応検査五型を普通児 （幼児）、 に行づた結果

1との比較＞．・　
∴ ：，・、で遜． r 「：『； ’

』日立市の幼稚園の 5～6歳児1〈 11年深育児）：77名1、、4

一、216一
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第2表　言語刺激反応検査∬型

　（対象児と幼稚園児の比較）

第2図　言語刺激反応検査∬型の各群正答数の分布．　ヤ
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第3 表　言誰刺激反応検査皿孕¢）餐聞舜渾率．

4

カード
rNo．

1
2
3
4
5

、6

7
8、

9
110

一111
121
13
14
15

対象児 5～6歳　　児
96％

羅
器

一1§

警
35’

70
87

．，

’78

1741・

．83

100％
99
100
90
97

99
99
99
92
52

56－
77
88

75、

92．

4ん5一
歳　　児

カー ド

No．

100％　16
83　　17』

100　　　18
92　　　19
92』 　20

100∵r　　　21』

工00 　　　　22

75　　　23
92　　　24

　8　　　25

83　　　　　26／

92∵． ．、、27

58　　28
、75〆

92．　30、

　　　　5～6　4和5：対象児歳児歳み児、
　・ 78％1． 91％ぢ6ケ％
　　78　　　　　　86　　　　　　75

　　74　　　81　　　75
　　78　　　90　　　75
　 91　 ・　　100・　　　　100』 1

　 『・ Q’　 　．
711

　　 』67　

　　91　　　77　　　42，
　　70　・　　　　79　・　　　．50　㌧

　　52　。 56　　33一一
　　83♂ 　　　　　87　　　　　戸67r

　　　　　86　　　75
　 43’　　47 ㌔　 3呂〔：二＝

　　35　　　58　　　
58

　－22　　　　　　651髪r 1　』・ 25　r．

　　35 　　
60

、、・．～ぐ
42．、

～5歳児（2年保育兇ン12名に同検査を同じ方法で行っ

た。第2表及び第2図に示すと おり，・1 51心6歳児群では

全間正答者2名， 25問以上正筈者は半数もい一るのに対し

で，対象児群は全問正答者は無く，125問以上の者も％忙

満たない。第2一図によれば対象児群の正答分布は散らば

りがやや大きい。 平均値は30問中対象児群が2L7問， 5

～6歳児群は24．5問，4～5歳児群は21』3問である5・対

象児群ど5心6歳児群め宰均値にばゴ％め危険率で有意

差が認めら舵る』＝ づぎに下位検査にづ“ていうと，50％

以下の通過率を示すカードは対象児群は5枚）・5 佃6歳
児群：もは 1枚，嘱ん5歳児群は7枚である．（第3表参照）

それらに次ぐ低通過率（50魂0落）・め力雷ドは対象児群

に3牧，rl5～6歳児群に6枚，・’4ん5歳児群は』5枚あ

る。”3・群どもガ」ド10の解答にづまず・い《いる率が多

ギ㌔6㌦ごれは1「左がら’3ばんめは大きな三角：そす」 とい う

問に対しズ資料■の選択図3面のうち上段が正解である

のに下段と答える者が多い。 左右の定雑の未発達さがう

かがわれるσ1ガ』・ド勿，29，30にづいても’3群共に低通1

過率そ， ”とも比「丸と四角をあわせると』または「あわ

せても」叱V｛う文で始まる「同じ」r多い」「少い∫の量

の比較である1ド2’りめ機能語が重ならでいるわ1け ぞーあ

るビまた1’ガ胆ド2＄は「いちばん多い」一「いちぼん少寧寸

どいう最上級の量の比較ぞおるが，i1ごれ も’3群ども低通

過率を示しでレ∫：る。』向様に最上級め比較でも ガ三斑61

でほ大 ぎさ’を比べ七“る♪が高う苗過’率、そあ るσヨ従みえカ

ード2ε及び』留， 12◎い痴あ解答にbまず恥たのばレ’二 最の

認知め未発達ざ，ご知ち量に対ずる機能語の理解がま蛇充：

分壱ごそrき て1》｛なヤメたδδと二思わ毅1るず」 ごめf色， 力奉ぎ蒔泌で

野㌘」・と薯う轡1つま㍗轡讐
　以王みと 薯かぢ1、蔚象児濠小学校1牟心5年に詫牽中

で編の1に細記6猶姫と：齢ま耀解拠尋な1
‘・ξ翠ヵ囑っ碍の轟1み業・恵旗4餌

鱗鯛塑、腕璽ん鴫て：き騨仰飾るカ～鮪
れち野十分崔理解煮静て焼塗いた砕に1算数科の問題を：

解く時のつまずきとなって残解答ができ献1くなる。（これi

弾騨職大き頓犀に紗てヒ’勧騨ない蓼考i
えることができる。つぎに上記の低通過率のカrドにつ

いて対象児を寧奪別にしてみると「量の比較」　（カード

27，28，船， 』30）・で1詮般的7こ低いが1 r順劇肋」ド10）1

一
班7』一・
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第4表　箕数学習につまずいたことば

6揃旛i魔 　　、摘　　　　　　要 つまずいた語 頻度 一摘』 　　　　妻
I　　　　I 1　　　　　一

～から　1

γより

㌣ずつ

γ（し）か たi

～め、
鵠らi　ii　i

拠雄熊 ．＝、

それぞれ

もと（の）

　くらべる

．、～で　．

　　　　　リ

ちがい』』
kl

もさ　　　”

　F　L

15人
15i

　10

　101

1｝18

　8

　8

　7

　7
　＝ 6・

　6・

牟体から；○時から3後から

乍はγよ’り1それより

ヤ：・くつずつ；同じ数ずつ

並ぴかた；分けかた

g呑挙馨何番め；○枚む

　　　　l　L

もとの数5

全際讐で1・季ん瞥

「童　　 ∫ll

全体　　　　　6人
～だけ　　　　6

いくつ　　　　　5

～ぶん　　　　　5
間（に）（の）　　5

あわせる　　　5

』・分略 、t，、5
おおい　　　　　5

　　　　　　くぢま1うど　　　5

麺．　． ｝ll5

～には　　　　　5
～に’ 　 、1’5

　　　　　　　ゴ1■　　ド
はん濫ん尽け10人だけ

○人ぶん1一 とりぶん
　　　　　　　　　　【：1

動　詞
動1 詞

形容詞

　　　　　　　ヤ　　　　　　 じ

はじめに3120c皿になる

　　　　　　　　　　　　　　し　ヒ
　　　　　　　　　　　　　鱈
「ひとつずつゴ1蕉カード24）では4や5年生な全員正答

鱗る誌郷なると妙とも機聯の習驚増し商．
るこ：とがうかがわれる。 　　　ひ憎　　 r偉

く職蝉艇つまずく1；とぱ＞1ぎぞ

　そ齢以前（昭和51～52年度）に対象犀の母親耳人に・1、0

学騨害の一2の撚醜てこと吻発達噂魯が賜
た二とを説明・して，算数学習中に間崩文の中で対象児の

文章蓮解を妨げているご乏ぱを記録きせた。1妄の結果陰

第4表（紀要第14集の再出）に示すとおりである。順序

及び起点をあら．わす「乍か らJli比較を示すr「空よ辺』，・

等分の 「烈ずっコ』に対象児のつまずく頻度が多い。前記

の言語刺灘反応検査∬型と似たよ うなこ とばが抽出され

なす、そ ζで，1・；れ らの；ξば を使1っ な比較的易しい寒章．

題く資料皿外を昭和53年度④対象児中3侶β年生21名に

解かせたすτ方pL｛都内の小学校3～年生の，三：学鼠4β名にも．

回じ間題1を行y｝・♂、 そ燕 を比壁したのが第 5表である◎
、、 ，

牙第昼表？・「第 4表の機能誘」1 の入2た文章魑の通過率

讃rき
二侮

（3㌧
．∫3以

（3）巨
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（5）
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（6）・い』
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♪』 0
’20 乙
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、

40．
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40
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　0

6 全 7普3．

39多㌃ 30料　　瀕％
・8P£、、』8q・！∴巨6臥」

」㌧

8011
、気60　．与9＝」。76，

砿40， ；エ5黄

20F 80　－35r 一641

・8σT80・』 6d公…・ 71

20　’80　； 3σ『篤

　　　　　　　　　　　　　　・く＄年蕎施行）．

・やはり， 対象児全体にっいていえばレ．普通学級3年生

の腿蹴及ばない・しカ1し・6鞄こなると摂弊
2〈曝満点・1人は間（3）吟口のみ照失敗をしたが・鱈学

年や笹髄児却高い通解である・㌍倹査画う
と対蓼児，5年普通児とも問（3）の口が低い。モれ犠見

落してしまったという見方もできるが，むしろ．「毒なり

ぶんゴ1という機能語の理解が難かしかったからだと思わ

れるび問（6）が低通過率を示したのは，「どちらがどれだ

け」乏いう聞ぎ方のためであろうか。正答者の多い問（1）

でも同じ聞き方であることからむしろ時間の要因や問題

文の複雑さ等か らこξ、ばに．よるイメ、で酵化の操作が難か

しか？たからだと思われる6、r．・、　 kl r∵二1，
｝！謎　、汽

｝以上レ。普通児に比べて対象児が関係概念をあ ら1わす機

能語に多くの欠落があ る；・とがわかうむ。 ．二れが対象児

の学習障害の原因のrつである．と考えちれξ。2ぎに，・

学習騨の実際ゆいての結果を述タるダご 落宮 、・

ン（4》 ・学習予測流ス：ト く．こ パ　 、」r窯』じ 瞭1ニミ；』』・年’

・．学習指導の開妙期に，」学力の推簿りために予趨行1う学．

習予測テストー（資料W参照） 廼は対象児嫡約負0％の者抵

3継・ヒペ構で蝉力しか認め興塗レ3購餌母1
の結果のt目安と‘してセよ・60問中耳解が26問ま1で傭徽」1

年生， ・58問までは2年生，45問1までは：a年生1と二し・て い
る。 く柔れに対応レた学年レ尋ル¢）学習診断テ箆ト，を行う1

ための ものである・ζれは・意界ト内容でもわ均渦よう

に指導開始期に，ン 少くとも11年生の学力の認め、られる者

だけに行っ《き鵡第6表は開始期から2年未潜で行 嚢
た最初の同チストの紬果であるず二のテ不 トしセこ1つ鯵、て・

はレ紀要第14集に詳しく述べ匿あ るが，・算数科り教科内、

容を用い，式をことぱで表現し、た文中に数字で答を記入

する形である。従づて学習予測牙豹トリ成就率が低いと
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いうこどぱ，∵教科め未習得ぱがりでなぐごれまでめ発連

において機能語が十分に習得されていないためす判断で

きる。なお，対象児における工Q（殆んどが就学前後に
　　　　　　　　ノ醐と同テスト9脚係（第3図）は高いξ1鰍
ないが，一応認めら挺る。　　k・、、　　　　逐

繊細愈おける麟の学習予翻剃

　　！』、　｛機黙纏棄繋藩

・2 3456中学1計．

を示した・この3名は酵嫡 幼児期力鞘昨融治
療を行っていた亭例で，’』われわれが学習指導を開始する

以前から個別に指導していた。

　第4図学習予測テス♪り伸び（＄名について）

　　　　　　　　　！
　　　　　　60
　　　　　　開　　　　　　1整

通過問題
学

昂，町ま、頂 1　19　3　5　4
　　　4　

2
54

8、

3　3　1　1
1　．1、

9
2

　　　　　
》　 、 ／

145一 ．ぎで1
　；3　2L・1．

ボ

11

、．㌧1 　 7

　　ユ
　叱

50．問 ま，で

・1　5 　…、 6

51問以上
r－

』　1
F4

、計
、gli、‡9』lr1与』 叫i真3 ［34レ47L

　．戸斜い・』・ 1（注ド学年は指導開始当時の在籍学年）

ぐ．　　　　’＼・（ 乱．』、｛’＝　 一飽

，箏鏑鯵脚Q疑断ズ、 璽押噸岬神

、．、け

、』午麹一峠顎・ ぎ碧・甲轡麟学卸

　　　　　　　　
f2

「こ 　　　r㌔・

　　　　　　　　　　　　』2　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　r5 　　61
　　　　　　　 3　1　　　　　　　　　　　ド

」 　　ド 詳 き旨1” ㌧・・㌧』 6・・

　　　　　　　　　　　　　3　，　5　　　　　　　　　　 《　ゴ　　　　　㌧二 二

　　　　　　　　　穫5　　　4
　　　　　　　　㌔

『1』｝、2F

　　　　　　　　’1中い、　　　　　　　15一』　　　IP

　　　　　　　　
一＝』

　Iq
　　　　　　．・厘モ、》讐・』． 廼』 1幹∵尋 艦‘5』讐’ 、等．’吟，・1・

）－『1、ト 一111ギ1一 1’しニヂ
r1♪ ”ヒ ・　r　r』

1．・
　　置

：．漢だ語ご¢）洗不 ド［は毎年度1末にも施行し， 対象児の雷

語習得の目安にしてきた。第4図はわれわれが学習指導

を開始した昭和50年4月1ぐ3r年生在学）1から参加して，ε

昭和5礁胡に小学校を卒業した3名に櫛斑の学習予

測云7蝿の伸びを示したものである5 第4図のSは入学

時から指導を開始したためか1年生の年度末に’はすで

に， r普通児並の正答数に到達していた。」他の2名につい

ては，1・・1第4r図でみみとお膓・14r5 年生から著しい伸び

田ス
篤卜

致

＾　60 ♂

！　r
〆’

〆　「

60
＼

戸、

整

）　9D

40

30

S

釦

置o

』　

』、

干凋 隔 忍

，

蟄ス
卜

撒哨‘9 甲』 51・ 犯、 ＄

・（5井学習診断テスド洪、r・』

、
学習診断テス』、ト は標準化された 学力テストとは違っ

て， 算数科の教材がら各学年の領域単元を教科轡に沿っ

て基捷の用語抹法を用いて出題しておりll・対象児ゆ学力

の弱点を明らかにして，㌧直ちに個別撮導尽と結びつける

ための も．のである6』われわれの学習指導法の骨子は声対

象児の算数学習のっまずき奪見つけて，r1カ月毎にその

指導法を母親に助言じ諜それにもとずいて母親が子ども

を指導 して改善に努めるぎ・1最終的に発達のア，ソバラスス

を埋めてド、iぶラ黎スの懸れた能力になるようにしていぐ

ものであるか、・ぞこ・で，曳 二の数年間の学習指導で対象児の

学力の挿びはみられたか検討してみたい。．’ 1÷1き’跳

く学習診断テ零．トを言語面がら分析した結果＞〔・．卜二l　l・

、ご各対象児の最初の巣習診断テ，ストの結果ど昭和54年3

月に行うた患れとについて奔次のように分類し比較検討

した6 1 シ1 メL　、、』・f』［；『kミ、デ へ ！ 』』」rU』 』　・》 」y1ン

、．
学年閉ペルの学習診断テ，不 ト、の問題を出題形式によ

り，くミ　．』ひ』一；1訂　吐ir1 　（b　 ，」』ギ卦》　ぺr』』・3　 』』．ノギぐPぐ

　A』数又は計算Il擁’潔、：◎ ㌧』之
・』

し〔㌧歳

　’B づ図の中で解く1（ぢテフ・’ 1数直線等），ンr』r

〕C一∋ 図形ひf』： 1～レ」』ハ卸に、：・㌧ 』 』　一遇～『

　D一図示の補助のある文章題 副、！r ．言㌧ll”
1
1コ

』、IE、← 文章のみの文章題二：Cl』
＿

に分けて露。』、：『 1鱗く㌧静》ぷ∴、

　（エ）、1・Ii Q別出題形式別成就率の比較 lパ ・＝

　（2）　ゴQ別出題形式別伸び方の比較，．

をする。昭和53年度の対象児中26名（ゑ 年生心中学i年

生）1にづいてlr江』濫眺1； Q95以上で6名，1♪皿群は85ん94

で8名，F皿群は75殻84で4名がW群は74以下で8名の4

群に分けて謬①lll’確和54年3r丹の学習診断テストについ
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』　～r　’』、一
』貝本総合愛育研究旋紀要『、　1第16集ll

三、第貢園ヤξ各1阜Q群の／学1習診断テ略溌の’・。

訂・零，1開琳男1酉7鯨、ノレ，i』1
轡「、．

’

〆　』

て出題形式A刃琶のそれぞれあ頓醗碑就率卿均

の比較，②　各対象児の指導開始期の学習診断テスト

（2名を除いて1年レベルを施行ンと昭和54年3月の同

テス．ト：二（W群を除ぐと殆ルどの者が在籍学年レ1ベルを施

行） iにつレ習ζ，さ各I　Q群の出題形式別の成就率の平均を

比べて両期の変化をみる。11 ドド，1i脳 薫∫ 激，いピ』ン、』）

・ll第5図及び第谷図に示すよ．う、に』ンーrQ にか か＝わ1ち。、ず

，「数または計箕」1』が←番成就率が高い。トそして，δ学習す

るこどによ づてかなりイ申びるこ乏ができるま「急れにづい

で数値線やグラ7’等のB形式の問題もある程度伸びて毅

る6』しかし，∵いわゆる幾何学的な図形問題薫C形式）1 1で

はダプ1 Qど成就率の間に多少の相関々係が予想される。コ1・

そして苫の問題形式の伸びはあると，は恥えず，ひ対象児の

図形把握の困難ざがうががわれる5盤文章題に補助の図示

があるD形式距は皿群は60％以下の成就率，叩皿糞、、N群は

40％ど・剛う低率を示した6之れは開始期懸は4群共20％

以下と酪う状態であり声対象児の殆んどポ恐ら く文章題

の全てができなかったためと考えられる。文章題のみの

E形式は顕間題文が短かぐド、特に低学年では問ぞのもの

がD形式より易しい。従って，皿，1匠，四群では，D形

式より成就率が高い。文章題はI　Qの高い，ヌ．玉，・五群は

よくできて，（皿［課四群が低恥詳また文章めみの文章題は

1年生レベルのテストにはないために，E形式につ恥て

は伸びを測ることができないよこ：記（嬉’i』（『嵌く改i・＝・〔1

　稔じて「数または計算」にづ恥之は，ぐ対象児殆んどに

学習指導の効果があった。その他の問題は，対象児の知

能程度が学習の伸びにかなり関係があるど思われる騨

」、凹煮二：い［寒r迄，』：r
．i

辱 絆トニli；し襯乞㍉y ＝1三

睦以上，茸紀要第担集の「情緒障害児等に対する学習指導」

の理論と方法にぴきづづいて，1学習指潮の実際と結果に

つき，コここで扱った対象児の多様ざ箆流動性を加味した

第愈図ヲ各Il、Q群臆おける学翠診断テぞ憐［の伸びこ

　　A　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　C　　　　　　　　　D、9多

　　　　　　㌧　　9F 〉
1

‘o

叩

お

　［o

正瀕＝

ヤ湖π シ1、暗S’ニベ、

ξ1

｝

ε　 1≧l　l

■」　

r［．・’

■∫ 　’二、ゴ

ン湖総

賀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し．ζ｝＝！
　羨』爾騨　　躍』』蒙 　認蒙　 認葦

　じ　　　　三　　三　　ゴ：　に　　　　！一

　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　frレ：1と1：
二つ㊨傾向ξして報告し齢臨床的立扮から今後対象児

曙縫れにっい撮樋1した指戦費鴇弊幣善
ずることを最終的には考えていくことを目的とじて逐年

的1こ更に研究をすすめ，また中学高校進学後の状態も加

味しながら，長期間にわたり研究を続け亡いきた“芝考i

えていう。そめ廊をふまえた上で，学習障害について次

のような灘親出すこ とができた・淋1夏t…；1㌧

1郷騨碑る儲階がか即改善艶や頽
う…輪，就鞭瑠藤力ξ巌勃翫 ど糊生瀧お
い宅木適応を示じ，』 1学習だづまずきを起す例が多い。ま

鰭灘㌶騒灘驚嬢黎ll緯
にことばも一語文，二語文の自発語のみなどの状態を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　げす子どももある。従ってたとえ当所で遊戯治療豪行い情

緒的にかなり 改善された笏合でも，認知の発達嬉遅れが

あるた珍，関係概念をあわわす機能語の習得が欠落して

いるま識学してし夢こ韻なる・　ir
2　算数科のカリキュラムに従って，学習指導を行うこ

とにより，算数科の学力がっrくこと獄勿論のこと，その

子ども個有の欠落している機能語等を習得させ多ヒと1こ

より，言語理解をよりよくしていくことができるも換言

すれ嬬算教科を解くために嫉来章理解，」機磁語（凶係

　　　　　　　　　　　　　　 ボじ　　　　　　　ぺ

概念語）め理解，認知の発達等が必須でお る。、そあ上

で，帰納法や演締法につながる操作を少しでも理解して

レ、ぐごどが、できれば， ヒこれによ6．て他どの交流を円滑に

ずるのに夫いに役立づごと応なるよ》－、∫二

3，ン更に附け加えれば，※学習障害の改善1をほ1演るにほ母

親の協力が必要筋るδ、即鄭母親力沖ど駒状態塑・

解じて根気よぐ適切な指導をしで謄ぐこ乞が廼きるど琶

う1こ｝；と力導1この方法を行う上で最む大切ぞある‘1レ従6，亡1

惜緒障害の子どもに対して遊戯治療ど母親の力骸シセ「リ、

ソグを行うのど同様に，・学習障寄の場合も母親ぬ対しカ
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権平他：情緒障害児等の学習指轟に関する研究1（第3報）

ウソセリングを行レ》仁詑ど1もの状態の正確な把擦≧母親

ヂ）爵せ、りや不安を解消 し1てセき1‘、ζ1と輝必要である6 　（；）

痴 われわれがこの数年来行ラズきな学習揖導をま霞内容

からみて当然就学期以降に始まるものであるが，幼児期

に何ちかの痺状を訴え軍当既を訪れた情緒陣害児の中に

は，学習障審を起した子葦事適多めう・湧れまで行ってき

為学習揖導の蕃吉果セこ）！も亡ずき ，㍉ ζ診らの子萱勇に対レて

幼児期からその障害の改善を曝かる力法を開発して玲き

学習陣箸を予防丸した野ζ考えス野多g冒．

，，、・ 本研究購東幕都立む身障寮者福祉勺、敏薮r驚力言語

障害課長石戸貧栄マ氏・り同幼児科炊田正敏乗ジ並びに研

r一』・ ／．ゐ戸P『、1、㌧
』［r／㌧ 『1 1・い l：i＝5ぐ ＝冒 』』』＝『鼠　k監）

1資料f’言藷刺激反応疾査工型記録用紙（抜粋Σ　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　い

漁μ 刺・激’畿▽4τ蘇誘・照一計
　　　　　　　　　　　　　　ゴ） 　 、貞1ヤ

2幅鰍廉鋼　　　　、 嵐一．
・1桃色と黄色をとりましょう1祭隼）1

1・1残りは何色榊擬　　ノトジ1

121醐を入れなさ一こ隷
申三瞬璽きド孔

、／と「，…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ≡

ごあ擁廠勉、年角） ・混i・1「、：
巧1蜘糊一　i．躰ビ26固厭≧縦勉（赤と桃色）1

4
271癬幽嚇嚇外に輝蒐ぞ殉ド

28・鱒曝靱醜さい（黄～骨準　6

2gI…
‘ゾ 入 」rじ ら啄二↓砥糎；翫細個臆蝿』レ、き∈〕r、1ゴ、．．

鮭所腿礁堕璽弊坤ち瀦腱也の黙
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